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ダラダラ残業をやめ、短時間で成果を出せるような組織風土づくりをしましょう。実態を把握し、現状の業務体制や仕事のやり方からムダやムラなどを改善し、わが社に合った制度や仕組みを構築します。

経営トップは率先して推進体制を整備し、強い意思を持って取り組む姿勢を社員に示しましょう

リーダーは、残業時間の削減と年休取得の必要性を十分理解しましょう。
適正な労働時間管理、職場内コミュニケーションの円滑化を図るとともに、仕事のやり方を見直し、部下への支援や指導を行いましょう。

会社が用意した制度を積極的に利用しましょう。自らの働き方を見直してダラダラ残業をやめましょう。
　年休等の取得には、「お互い様の精神」が大事。業務に協力することで組織風土を形成する、その担い手になりましょう。




